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スマート農業
データを活⽤することで農家が

⾃⾝のパーソナルトレーナにもなれる
スマート農業

（Observation-Orientation-Decision-Action）

九州 北海道
近畿

Act for 2050
Connected Farming

個⼈農家が仲間と能動的に情報・データ共有

Cyber World

Physical World

農家の知⾒と親和性の⾼いデータ→リアルタイムでハンドリングしたくなるパラメタ
→OODA loop （観察-理解-決定-⾏動）の熟成

作業中の気づきを
SNSでリアルタイム共有

データを基軸とした知の伝承#OFE2021 OECDへ政策提言 2021.10/13-15
On farm Experiment
Farmer Centricに立ちData-Drivenかつ
Well-beingな農業生産体系がGame-changer

Japan Farmers Business Network
JFBN 会員数1万⼈



スマート農業は知能化とロボット化
生産者が栽培環境を理解・共有するためのデータベース

生産体系の維持→環境負荷低減に直結

Keyword: 親和性

現在取組んでいる作目
水稲・芝・なし・いちご・ブドウ

@ISATO FARM 山口県長門市 自然栽培
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現実世界 （経験・感覚） データ世界（観測値）

施肥量 30kgN/10a
収量 535.3kg/10a
作土深 15cm
草丈 89.7cm
作業速度 1.5m/s
作業能率 0.5h/10a
・・・・

肥やし多めにふった /抑えめ
今年は取れた /取れなかった
深かった /浅かった
出来すぎ /小出来
機械がハマった /ハマらなかった
周りより早よ終わった /遅れた
・・・・

親和性とは
農作業の感覚・質感をデータに翻訳できる性質をもつデータ

親世代が言っている環境情報を次世代/new comerに伝えることができる
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温故知新
1940年 20211946
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温故知新

3-5a（爺ちゃん婆ちゃん）
↓

筆の中に複数の筆が見える
（父母世代）

↓
見える化で理解
（娘・息子世代）

親和性がUP
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20182017

親和性の高いデータ
農家が能動的にさじ加減をしたくなる

↓
周りも巻き込みたくなる

☟
作付面積が増え・地域の農村環境保全につながる

15

25
cm

2019 2020
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水管理の自動化
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⽔位に連動して⽔⾨・バルブの⾃動開閉
毎回圃場まで⾒に⾏く必要がなくなります。
豪⾬時なども⼿作業で調整する必要なし

⽔温・気温に連動して⽔⾨・バルブの⾃動開閉
⽔温に合わせて⾃動で⽔⾨・バルブを開閉
⾼温障害による品質低下を予防

農家が開発

⽣産者⾃⾝がパラメタを設定

成功・失敗のやった感をデータ化
⾃分でつぶやける
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https://www.maff.go.jp/j/kanbo/smart/attach/pdf/products-46.pdf



スマート追肥システム
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葉色を見ながら加減
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https://www.maff.go.jp/j/kanbo/smart/smart_agri_technology/smart_agri_catalog_hinmoku/pdf/smartagri_catalog_suitou-151.pdf



倒伏判定システム
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倒伏大→コンバイン速度減→
モミ水分高→乾燥時間多→コスト増

収穫作業中の倒伏状況把握 → 作業時間・作業可能面積に直結
→乾燥調製処理の効率化＝規模拡大のアタリがつく

倒伏判定システム
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盛土 切土
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アタリの検証 施肥設計のアレンジを結果を見て判断できる



小

大

ミルフィーユデータセット
農家の感覚と親和性の高いマップ

スマート基肥耕うん 肥沃度 倒伏度生育量 スマート追肥作土深

Team M
Innovation for Smart Agriculture



⼩

⼤

GNSSデータと紐づけした
ミルフィーユデータセット

スマート基肥

耕うん

肥沃度

倒伏度

⽣育量

スマート追肥

作⼟深

1作で200以上のレイヤを創出
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スマート農業における知能化とは

農家が分かっているデータを可視化 ＝ 親和性が高

農家の知見と親和性の高いデータ
→ハンドリングしたくなるパラメタ
→スマート農業で必要なツールの開発・普及推進

現場でリアルタイムにOODAループを回しながら作業し
同時にデータベース構築
→持続的なデータ駆動型農業
→地域の現状に即した環境保全型スマート農業の実現
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